
 

 

 

 

 

 

弊社からほど近い、五日市街道沿いの玉川上水については２年前のニ

ューズレターでもご紹介した事があります。 

 

社長の後藤は江戸時代にとても興味があり、江戸の上水システムについてよく語っています。 

江戸中の地下に網目のように張り巡らされた水道管は、開府から50年余りで爆発的に増加した

人口に対処する為のものでした。その水を確保するために開削されたのが玉川上水です。 

 

1654年に羽村から四谷（現在の新宿御苑）までなんと43キロに及ぶ水路で、高低差はわずか92

メートル。これを自然流下式で完成させたのです。 

それもブルドーザーも何もない360年前にわずか8ヶ月で完成させたと言うから驚きです。 

また、数カ所あった水番所では水質管理や給水調整まで行っていたそうです。 

 

小金井公園付近の上水沿いには桜の木が今でも多く残っていますが、これらは花見客に堤を踏み

固めてもうため、そして桜の花びらが水質を浄化すると信じられていた事から植えたと聞きまし

た。上水沿いに存在する「桜堤」という地名も、もしかするとそれに因んだのかもしれません。 

 

 

玉川上水の流れはとても穏やかです 武蔵野市・玉川上水の碑 小金井公園・今年の満開の桜 

 




